
１．下記の図は中間階にある所要室Ａの平面図と断面図である。そこに自然排煙に有効な窓を記入し、図を完成せよ。

製図試験基礎トライアル　単位空間編９（部位）

2
,5
0
0

Ｃ
Ｈ

下記の図はある公共施設における中間階の廊下部分である。ここに排煙設備を前提とした措置を加筆し、平面図を完成せよ。２．

合わせて、下欄には排煙設備の対処方とその理由を記入する。
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Ｓ．１／４００排煙設備の対処とその理由

下記の図は地上５階建て建物における地下１階の駐車場である。ここに自然排煙に有効なドライエリア、サッシを加筆し、平面と部分断面を完成せよ。３．

合わせて、下欄には自然排煙の対処方とその理由を記入する。尚、点線部の楕円マークは１階の都合によりドライエリア付設が可能な部分を示す。
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